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先発は、山形中央（３、６、１８、２５、３４）鶴岡東（２、５、６、１４、２４）で試合開始。
開始５秒山形中央の＃３がドライブで切り込み、初得点。両チームともマンツーマンでスタートするが、
山形中央がオールコートからプレッシャーをかけボールを奪い、コンスタントに得点を重ねる。６分１７
秒、１１－３のとなったところでたまらず、鶴岡東がタイムアウト。鶴岡東も果敢に攻め込み、ファウルを
もらいフリースローで得点。２６－１２、山形中央リードで１Q終了。
２Q開始、鶴岡東＃１４がリングにアタック。ファウルをもらい、フリースローを２本沈め、勢いに乗る。８
分９秒、山形中央はディフェンスを強めるもチームファウルが重なり、鶴岡東にフリースローを与える。
鶴岡東が３－２のゾーンにディフェンスを変更するも、山形中央の＃９、＃１２が冷静にミドルショットを
沈める。鶴岡東＃０が３Pを沈め、チームに流れをもたらす。山形中央はゾーンを攻めきることができ
ず、４４ー３４で２Q終了。
３Q９分４５秒、鶴岡東＃０の３ポイントでスタートする。山形中央はペイントアタックから確実に２点を重
ねる。山形中央＃１６のアシストで＃２５のコーナーからの３Pを沈め、５３－３９と差を広げる。６分５３
秒、鶴岡東が後半一回目のタイムアウト。山形中央の強度の高いデイフェンスを鶴岡東は攻めきるこ
とができない。鶴岡東の２－３のゾーンに対して、山形中央＃１２が２本の３Pで一気にたたみかける。
鶴岡東＃０がめけじと３Pを沈めるも、点差は広がり、７９ー４４で３Q終了。
山形中央はマンツーマン、鶴岡東は２－３のゾーンで４Qをスタートする。鶴岡東＃５がゴールにアタッ
クし、タフショットを沈める。その後も、鶴岡東＃０が３Pを沈めるなど意地を見せるも、山形中央はトラ
ンジションや冷静なゾーンアタックで得点を重ねる。個々のスキルや強度の高いデイフェンスなど、力
の差を見せつけ、山形中央が４年連続の優勝を飾った。
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